
　三島市議会では、市民の皆さまに議会の活動をお知らせするため、年４回（5/1号・8/1号・11/1号・2/1号）
議会だよりを発行しています。
　令和５年度は、より市民の皆さまに議会を身近に感じていただけるよう、表紙写真を募集いたします。
　下記の応募要項をご確認のうえ、ぜひご応募ください！

　三島市議会では、令和３年度に議会運営委員会で実施した議会基本条例の検証結果を受けて、議員定数のあり方について検討を行っ
てきました。９月定例会において、議会運営委員長が委員長報告を行い、質疑、討論、採決の結果、議員定数については委員長報告の
とおり現状維持（22名）とすることで承認されました。

 みしま市議会だよりの表紙写真を募集します！ 

・人物が明らかに特定できる写真の場合は、必ずご本人様の了承を得てから応募してください。
・編集上、トリミング加工やキャッチコピー、キャプションの挿入等を行う場合があります。
・応募作品は原則としてお返しできません。
・採用作品の著作権は応募者本人に帰属します。

 応募上の 
 注意事項 

・令和５年３月１日まで 締　　切 

②郵送：氏名・電話番号・写真タイトル等の必要事項を応募用紙※に記入し、写真店などでプリ
ントした L 版横構図の写真を三島市議会事務局へ直接持参、または郵送してください。

※応募用紙は、市議会ホームページからダウンロードしてください。
（郵送先） 〒 411-8666 三島市北田町 4-47 三島市議会事務局 宛

以下のいずれかの方法で応募してください。 応募方法 

三島市在住または三島市内に通勤・通学されている方。 応募資格 
 応募規定 応募者（撮影者）本人に著作権があり、未発表のもの。

※応募は１人３点まで。応募者 1 人につき１点までの採用となります。

※その他詳細は、市議会ホーム
ページに掲載しておりますの
で、そちらをご覧ください。
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三島のまちがますます好きになる写真を募集します。自然の風景や街中の写真でもOKです。

※○：賛成 ×：反対　※議長は表決に参加しないため、表決結果は斜線になっています。
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 議員定数のあり方の検討結果について PICK UP
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検討経過

時期 検討経過
令和３年６月～
令和４年３月

議会運営委員会において三島市議会基本条
例の検証

令和４年５月 各派代表者会議で検討方法について協議
令和４年５月 全議員による意見交換会を実施
令和４年６・７月 各派代表者会議・議会運営委員会で意見交換
令和４年８月 市民や市内団体の皆さまからの意見聴取
令和４年９月 議会運営委員会で採決⇒現状維持（22名）

令和４年９月 ９月定例会最終日で議会運営委員長が報告。
採決の結果、現状維持となる。

委員長報告▶意見聴取結果▶

　令和４年６月から７月にかけて各派代表者会議や議会運営委員会を開催し、議員定数のあり方について、現状維
持と削減のそれぞれの立場から意見を出し合い、協議・検討を行った。
　それを踏まえ、市民や市内団体の皆さまにアンケートへのご協力をお願いし、さまざまなご意見をいただいた。意見聴取の結果
を踏まえ、最終的に議会運営委員会において意見交換を行った。これらの結果を受け、次の一般選挙から議員定数を２名削減する
ことについて、議会運営委員長を除く委員６名で採決を行った。賛成者は２名だったことから賛成少数により否決され、議会運営
委員会としては議員定数については現状維持という結論に至った。

委員長報告

市内団体のアンケート
結果からみても、議員定数を１
名削減することについて、もう
少し議論を深める必要性があっ
たかと考えるが、それについて
議会運営委員会でどのような意
見があったのか。

質疑 委員外議員からの１名
削減案については、委員の中に
は現状では賛同できないという
意見もあったが、この 1 名削
減案の検討の中で、削減から現
状維持に考えを変えた委員がい
たという経緯がある。

答弁

市民や市内団体の皆さまへの意見聴取の結果は、市内団
体の多くが削減すべきという意見であり、その意見を尊重するべきで
ある。新聞社の調査でも議員活動が市民の皆さんに理解されない結果
となっている。社会経済情勢が大きく変わる中、議員の役割と必要性、
適正な議員定数の見直しが必要と考える。

反対討論

①電子申請：右記の QR コード、または市のホームページから応募フォームにア
クセスし、必要事項をご記入のうえ、JPEG形式（５MB以内）の写真データ
を登録してください。
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